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As the sequel to the papers published previously, this paper 
reports the current status of the language ability of KDU 
students and attempts to improve their language and basic 
academic skills. 
Next, this paper discusses about the possibility to introduce 
the idea of Nihon Eigo (Japanese English) and teaching 
methods using flash cards by Prof. Mineo SUENOBU into 
the undergraduate English education. In addition, it 
discusses about the issues related to the connectivity 
between undergraduate English education and the 
Academic Literacy program in the graduate courses. 
Finally, the author explains his experience as a staff 
member of a self-help group of adults with developmental 
disorders, with hope to be helpful for improving language 
and fundamental education and welfare supports, with 
hope to establish a one-stop support station for students 























































































１ 201011 年度の 英語科の現状と課題 
１－１ 201011 年度英語科カリキュラムの現状 
 2010 年度の英語科カリキュラム改訂内容の詳細につい
ては、昨年度本学紀要掲載の拙稿「初年次教育・基礎教
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て 1 クラスあたりの受講者数を抑え、また 2011 年度前期
は上級クラスへの振り分け数自体を削減して約 20 名での
開講に対応した。 




























主催の FD 研究会の席上などで議論を続けてきた。 
2010 年 11 月 2 日には、齊木崇人学長主催による外国
語担当講師懇談会が開催（本務校での授業がある学外講
師を除くすべての外国語科目担当教員が出席）された。  
席上学長からは、20 か国 93 名というバラエティに富
む出自の留学生を擁し、38 名輩出した博士学位取得者の


















































































































































勤：総合英語、兵庫県立大学名誉教授）の、2011 年 6 月
























































































































































 ターゲットの文型として中学から高校 2 年生程度の
レベルの構文を 100 選び出し、半期で消化可能な分
量を更に抽出する。 
 「動詞＋名詞」のカード約 1,500 枚、「形容詞＋名
詞」のカード約 300 枚を作成する。組み合わせを学
生に与えて、学生が作画するのである。 















































 また、Input 能力向上の試み（岡村 2010: 42）として
筆者が今年度も行った、時事問題に関する新聞記事を初見
でどこまで読みこなせるかの試みである「『ボクにも読め

























































































は続く 4 章にて報告した大学院においても変わらない。 
 このため、学生個々のニーズにより密着した指導を実現
するために、オンラインにおいては 22 でも採り上げた




































































































































 当該講義最後の 3 回は 2010 年度同様特別講義とし、台
風上陸による臨時休講で日程が狂うなどのハプニングが
あったものの、2 回はネイティブスピーカーによる 































2010 年 6 月にあった。 
これを受け、筆者を含む大学院生 2 名と専任教員 3 名
（相良二朗教授・佐久間華助手・岡村）の有志によるワー
キンググループにて、2011 年度の新留学生に配布するキ
ャンパスガイド Guide for International Research & 
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て高等教育機関から支援を受けている者は 2006 年の 127
名から、2009 年には 569 名に増加した。また、診断書の
有無を問わず、発達障害があるまたはあることが推察さ
れるために教育上の配慮を行っている者は、2008 年には
814 名だったものが、2009 年には 1,378 名へと急増して
いる。
45 







































































































終アクセス日 2011 年 7 月 30 日 
岡村光浩、「初年次教育・基礎教育についての一考察－神
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学 2010（神戸芸術工科大学紀要）』、 2010 年、
http://kiyou.kobedu.ac.jp/wpcontent/uploads/2010/







（21 ESP 関連） 
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限り 2011 年 7 月 30 日に最終確認） 
 
1 査読時に加筆した事項で出典が 2011年 8月以降のもの
については、文末注にその旨記載する。 
2 プレイスメント・テストには、2010 年度同様 NPO 法
人英語運用能力評価協会(ELPA)の ACE Placement を使
用している。 














7 中野洋子、ユーケリア・ドネリ、『Living in Society: 
From People to Persons』、南雲堂、2011 年 
8 前期は 350 点、後期は 500 点到達を目標とし、英語科
による周知協力もあって、各期 30 人程度が受講している。 
9 Cumulus, International Association of Universities 
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